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２つの奇数の和は，偶数になります。このことを，文字を用いて説明すると，

下のようになります。 

m，n を自然数とすると，２つの奇数は２m－１，２n－１と表せる。 

２つの奇数の和は， 

  (２m－１)＋(２n－１)＝２m＋２n－２ 

            ＝２(m＋n－１) 

  m，n は自然数なので，m＋n－１も自然数になる。 

よって，２つの奇数の和は偶数になる。 

 上の説明にならって，２つの奇数の差が偶数になることを説明します。下の 

にあてはまる式を書き入れなさい。 

 

  m，n を自然数とすると，２つの奇数は        ，         

と表せる。（ただし m＞n とする。） 

  ２つの奇数の差は， 

                 ＝ 

                 ＝ 

 m，n は自然数（m＞n）なので，m－n も自然数になる。 

よって，２つの奇数の差は偶数になる。 

式の計算⑬ 数の性質 


